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アセトン 1 mL で抽出し、冷蔵庫で保存した。 
 アセトン抽出物は GC-MS を用いて分析を行った。PerkinElmer Clarus600 を使
用し、以下の条件で測定を行った。カラムは DB-5 (30 m×0.25 mm i.d., 0.25 
µm, Agilent Technologies)、キャリーガスはヘリウム (1 mL/min) を用いた。カ
ラム温度は 70 ˚C (5 分保持) から 10 ˚C /min で昇温し、280 ˚C で 5分間保持し

















図 2 メス 1 背の保持時間 25.12 分の物質の MSスペクトル 
,  18-Dec-2020 + 13:37:44
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